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ユ.緒普

近年, Å閏を取り巻く様舟な環境を再検討することが盛

んに行われている.時に善　作本従事者の作本負担盈や弟ボ

ーッ選手の運動盈の適切化は,ヒューマンエラーやスポー

ツ陪審などを防止する上で極めて壷要である.人は過度の

肉体的負荷によって疲労している場合は事　立位姿勢を取っ

たり歩行運動を行うことによって肉体的,精神的疲労感を

更に増長して感ずる.このような肉体疲労をバイオメカニ

タス的に検野することは総合的な姿勢制御を知るうえで整

壁である-

そこで本研究では,下肢筋群の疲労による立位静止状態

における姿勢制御特性を,感庄導電ゴムセンサを用いて足

底圧力およぴ2方向同時ビデオ海鮮故による身障各部位

(頭部･体幹･下肢)の動きをそれぞれ測定することによ

り事　評価し,検討した_

望.本数方法

足威圧力の測定に周いたセグメント型感庄本態ゴムセン

サの構造は,囲1に示すように感庄導電ゴムシ-トを岩牧
の銅箔電極で挟み込んだサンドイッチ構造である.厚さ娃
0.9mmと比較的薄く,柔軟性に富むことから足底への貼り
付けや配置が容易であるなど巌威圧カを珊定する上で藤良
のセンサと思われる.この圧力センサ16個を両足底に8個
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Fig.1 Pressure Sensor
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づっ性奴川ナ-ーゾで貼りイ､Jけてム主止Ji:JjをfflJiEI-氏, */.-.,

撰2に示サように本観音の額と闇(頗部) ,左右鰐関節外

側榔　Off郎) , hミ右JU･円･外側郎(他部) , ∫--*�"腫榊冊外側

部(腰部) ,左右疎外側部(足首部)に直径10mmの発泡ス

チロール蝕の球体マ--カーを粘り付けて各部位の運動を　8

mmビデオカメラで相思した.音ミ去られた二次元I'M性デ-タを

DLT蛙(Direct Lilicar TranlれHlllation t亡Cllni(iuc)i_-)11いて

頭部手　簡軌　腰部,膝部の中点授産(良筆　軌　C, D)の三

次元運動に変換した.

'大･験では,被験昔wftl組&水t:に維持し, Jl二j_lトMid</;-.)

丁た先から郎L:浅でを床に据#したl-]ンrヾルJj舷位(Romberg

[I耶i(il川)でUバ''-静吋Jo.Lびユ'/>nmこ201u押J膝関節^.ャE越州小

運動(スJJワット)による疲労時における足底仕力および

身体各部位の動き女,それぞれ9o秒打!fj洲)ょし'/:.舷p]:の(1?

皮は,設/J:しfc迎軌速腔が拭柑でさなくなったけ-V/チエで迎軸

の終了とした.

3.葉酸結果および考鱒

図3に,大I.:兇<T>-一例として22歳u)鮎stw r一般放廿に.j:ら

寧静時および藤野時の頗部卓　腐弓軌　庸艶　膝部5)動揺移動

盈の変化割合を示す.こU)固より各部位とも疲労時には,

寧静時に比較して動揺移動盈が増加する韓向がみられる.

鷺た,動揺移動盈揺,平静時瀬よび疲労時とも駒枚方向が

大きいことが確認される.
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以よ の ことから疲労時蔓芸ほ蕃 豊鐙静鹿状態 g3 屠蘇各部位
gラ動揺移動量が増廃する棟商お よび姿勢潮解沿 温泉量三選因

ずる巌底圧力将 愛育巳が雷めら鈍る . こ 鍔最盛崖 勇将愛着巨を

利用ずる こと蔓三豊哲蛋疲労の 評価をする三 と捻可能で ある

と思われ る.

4 . 結 音

感疲労時 の宝鐙静虚栄態書こ溶 ける姿勢朝帝特捜 の力学的

解析手法の 検討の た めに , 膝関節屈伸運動 くス ク ワ ッ ト1

に よ る疲労負荷を与え , 疲労時の 足底圧 力お よび身体各部

経荷動きを溺定, 解新 L た藍 鼠 駁予 の鮭漁を得た .

. 運 動に よる防疫労は 立位静止状態の姿勢制御機能低下 の

I-
一

因 である.

. 足 底圧 力で筋疲労評価 は可能で ある .
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